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㊨
馳
㊧
憧

年
末
調
整
を
お
忘
れ
な
く

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
の

過
不
足
額
を
精
算

今
年
も
、
年
末
調
理
の
時
期
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ

ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
の
一
年
間
の
合
算
額
と
、
そ
の
年

の
給
与
総
額
に
対
す
ろ
正
規
の
年
税

額は、
⑪
年
の
中
途
で
の
鰭
始
や
出
産
な
ど

に
よ
っ
て
、
扶
楽
親
族
の
数
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
る
。

⑧
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の
控

除
な
ど
は
、
猿
泉
徴
収
の
と
き
に
は

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
必
ず
し
も
一

致
し
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の
給

料
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
、
過
不
足

額
の
揃
算
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が

年
末
調
整
で
す
。

年
末
餌
盤
の
申
告
書

を
勤
務
先
に
提
出

年
末
調
整
を
受
け
ろ
と
き
に
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
こ
の
一
年
間
に
結
婚
や
出
産
、
就

職
な
ど
に
よ
っ
て
扶
養
親
族
の
数
に

変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
異
動
申

告
書
の
提
出
が
済
ん
で
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
。

③
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
た
め

の
「
給
与
所
得
者
の
配
偶
者
特
別
控

除
申
告
書
」
を
勤
務
先
に
提
出
す
る
。

⑧
生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除
を
受
け

る
た
め
の
「
保
険
料
控
除
申
告
書
」

を
勤
務
先
に
提
出
す
る
。

④
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
二
年
目

以
降
、
年
末
調
整
で
受
け
ろ
場
合
は

「
年
末
調
整
の
た
め
の
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
証
明
書
」
と
申
告
書
を
勤

務
先
に
提
出
す
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
調
整
は
、

事
業
者
の
確
定
申
告
に
相
当
す
る
も

の
で
す
。
間
違
う
と
翌
年
に
確
定
申

告
が
必
要
に
な
り
ま
す
か
ら
、
正
確

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
鮮
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

若
松
税
務
署
所
得
税
係
へ

田

（

7

6

1

）

2

5

3

6

の
懇
談
な
ど
●
間
合
先
）
北
筑
前
楽

寝
学
校
衝
0
9
2
～
9
4
3
－
8
6

74－－

福
岡
県
立

北
筑
前
善
護
学
校

北
餌
前
葉
麟
学
校
は
、
遠
賀
郡
、

宗
像
市
、
宗
像
勘
、
粕
屋
郭
を
校
区

と
し
現
在
1
2
2
名
の
児
宣
・
生
後

が
学
ん
で
い
る
柵
持
運
弱
児
対
象
の

饗
瞳
学
校
で
す
。
日
頃
、
「
築
腰
巻

被
っ
て
、
ど
ん
な
学
校
棲
ん
だ
ろ
う
」

と
患
っ
て
お
ら
れ
る
保
瞳
者
の
皆
厳
、

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
）
1
2
月
1
5
日
（
金
）
午
前
9

時
か
ら
午
後
3
時
●
場
所
）
北
筑
前

謎
護
学
校
（
粕
屋
郡
古
賀
町
大
字
久

保
浜
山
1
6
1
2
～
5
8
6
）
●
体

験
内
容
）
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
体
験
乗

車
、
学
校
案
内
、
授
業
の
参
観
、
教

科
学
習
の
体
験
、
在
校
生
保
護
者
と

女
性
の
た
め
の

技
術
講
習
会

福
岡
県
持
大
鏡
葉
援
助
セ
ン
タ
ー

策
豊
支
所
で
は
、
銑
葉
を
希
塵
さ
れ

る
敦
盛
の
鱗
人
を
対
象
に
龍
宮
会
を

開
き
ま
す
。

●
日
時
）
平
成
2
年
1
月
1
0
日
か
ら

3
月
5
日
ま
で
の
2
1
日
間
（
毎
週
月

水
、
金
曜
日
）
●
場
所
）
中
間
市
働

く
婦
人
の
家
（
中
間
市
大
字
中
間
6

8
0
9
－
1
）
●
定
員
）
2
0
人
程
度

●
科
目
）
ビ
ジ
ネ
ス
実
技
・
ワ
ー
プ

ロ
●
受
持
料
）
無
料
（
但
し
教
材
費

は
受
講
者
負
担
）
●
申
し
込
み
受
付

期
間
）
1
2
月
1
3
日
・
1
4
日
の
午
前
9

時
～
1
2
時
と
午
後
1
時
～
5
時
●
申

し
込
み
方
法
）
包
話
で
申
し
込
み
後

面
接
●
間
合
先
）
福
岡
県
婦
人
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
（
飯
塚
市

新
立
岩
8
番
1
号
舘
0
9
4
8
～
2

三
万
七
千
円
●
貸
付
け
請
間
）
貸
付

決
定
時
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で
●
刺
子
）
無
利
子
●
返
遭
方
法
）

貸
付
終
了
後
6
カ
月
を
経
過
し
た
後

二
十
年
の
均
等
分
割
返
還

（
介
瞳
料
の
支
給
）

●
対
象
者
）
自
動
車
事
故
で
脳
損
傷
、

脊
髄
額
傷
を
生
じ
た
人
●
受
験
額
）

入
院
・
一
日
に
つ
き
三
千
八
百
円
、

自
宅
療
養
・
一
日
に
つ
き
千
九
百
円

●
間
合
先
）
自
動
車
疎
放
対
策
セ
ン

タ
ー
福
岡
主
管
支
所
業
務
課
（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
東
一
二
丁
目
的
～
1
7

陸
運
会
館
ビ
ル
三
間
8
0
9
2
～
4

黒
潮
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
海
の
漂
着
物
展
」

●
期
日
）
日
月
1
7
日
～
1
2
月
2
4
日

（
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日
）
　
●
会

場
）
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
美
術
ギ
ャ
ラ

リ
ー
●
開
場
時
間
）
午
前
同
時
～
午

後
6
時
●
入
場
料
）
一
般
五
百
円
、

小
・
中
・
高
生
三
百
円

直
方
コ
ン
ビ
ユ
⊥
亨
カ
レ
ッ
ジ

一
期
生
霊

現
在
、
青
書
請
純
化
社
会
に
向
け

て
大
帽
に
情
報
処
理
技
能
者
が
不
足

す
る
中
で
、
直
方
市
に
情
報
処
理
技

能
者
養
成
描
股
直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
カ
レ
ッ
ジ
の
鰻
重
が
決
ま
り
ま
し

た
。
平
成
2
年
1
月
入
学
の
－
網
生

を
蔦
集
し
ま
す
。

●
選
考
日
（
予
定
）
）
1
2
月
中
旬
、

1
月
下
旬
、
3
月
中
旬
、
4
月
上
旬

●
学
穏
・
定
員
内
容
）
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
科
5
0
人
、
マ
イ
コ
ン
制
御
コ
ー
ス

然
人
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ス
2
5
人
●
出
願
資
格
）
平
成
2
年

3
月
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
ま
た

は
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
人
●
向

合
先
）
宙
方
市
役
所
経
済
部
商
工
課

内
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
開
設

準
備
室
＄
0
9
4
9
2
～
5
～
2
1

－．3－hJ

育
成
資
金
貸
付

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
動
車
事
故
の
被
富
者
や
そ
の
家
族

に
境
瞳
＊
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
交
通
遺
児
築
育
成
資
金
の
貸
付
け
）

●
対
象
者
）
自
動
車
革
故
に
よ
り
死

亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ

た
人
の
子
弟
（
0
歳
か
ら
中
学
絞
卒

業
ま
で
）

●
貸
付
け
金
額
）
当
初
の
一
時
金
・

十
三
万
五
千
円
、
貸
付
期
間
中
の
月

額
二
万
六
千
円
、
入
学
支
度
金
・

壷
ノ
木
古
墳
と
そ
の
時
代
」
展

●
期
日
）
日
月
2
3
日
～
1
2
月
2
4
日
●

会
場
）
　
福
岡
県
立
美
術
館
●
入
場

料
）
大
人
七
百
円
、
学
生
（
六
・
再

生
）
五
百
円
、
小
人
（
小
・
中
学
生
）

三
百
円

海
外
農
業
親
家
団

前
原
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事

雛
の
一
環
と
し
て
、
豊
実
後
継
者
を

海
外
派
遣
す
る
予
定
で
す
。
重
賞
に

理
解
を
お
持
ち
の
独
身
女
性
の
方
々

を
今
回
の
海
外
視
察
に
ご
招
待
し
ま

す。●
視
察
目
）
オ
ラ
ン
ダ
・
西
ド
イ
ツ

・
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
諸
国
●
募

集
対
象
者
）
2
0
裁
以
上
の
独
身
女
牲

●
蔦
集
綿
間
）
1
2
月
鮪
日
ま
で
●
真



人権講演会の御案内
12月3日（日曜）13：30－15：00

於　遠賀町中央公民館

諸演「俳優生活のウラ・オモテと人権」
一弘の芸能体験から－

朝日放送テレビドラマ「部

長刑事」の主演。

大島渚「青春の深さ淵より」

で芸術祭賞を受賞。

昭和59年教育映画「信濃天

露伝記」を監督するなど多

彩な能力の詩ち主としてそ

の存在を印象づける。

目下大阪でテレビドラマの

出演、司会の仕事のかたわ

ら俳優生活のウラ、オモテ

の実態を通して講演活動に

講師紹介

入lii保則氏

精力を傾ける。とりわけ昨今の人権・教育問題にも大き

な関心をもち、この分野の専門家とは一味もこ味も違っ

た角度から諸問題を切ってみせる。

町民の皆様方の多数の御聴講をお待ちしています。

なお、当日は町福祉課主催でフォークグループ「マウシテイ

ンかノラ」の演奏も同時開催し＼たします。
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葉
人
員
）
男
女
あ
わ
せ
て
2
0
人
（
男

性
は
前
原
町
の
農
業
後
継
者
）
●
漁

連
期
間
）
平
成
2
年
4
月
中
旬
か
ら

1
0
日
間
●
纏
費
）
全
額
前
原
町
負
担

●
間
合
先
）
前
原
町
役
場
農
政
課

（
福
岡
県
糸
島
郡
的
原
町
大
字
前
原

6

2

3

箇

0

9

2

～

3

2

3

－

1

1

1
1
）

木
7
6
7
㊧
0
9
2
～
9
2
5
～
2

4
0
3
）

認
∴
輔

福
岡
県
農
業
大
学
校

●
受
付
綿
間
）
平
成
2
年
1
月
1
～

㌶
日
●
定
員
）
農
薬
自
営
科
的
人
・

農
薬
指
導
科
2
0
人
●
賦
織
目
）
第
1

次
・
平
成
2
年
2
月
2
日
、
第
2
次

・
同
年
2
月
1
6
日
●
同
会
先
）
福
岡

県
農
業
大
学
校
（
筑
紫
野
市
大
字
書

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

●
賦
験
日
）
平
成
2
年
1
月
2
1
日

（
日
）
●
賦
鹸
会
場
）
広
域
行
政
事

務
組
合
庁
舎
（
遠
賀
町
大
字
今
古
賀

松
ノ
本
8
0
6
～
3
）
●
受
付
期
間
）

n
月
2
0
日
～
1
2
月
1
6
日
●
採
用
職

種
）
寮
父
ま
た
は
寮
母
●
採
用
予
定

人
員
）
1
人
●
勤
務
先
）
糞
覆
審
人

ホ
ー
ム
穀
賀
詮
光
固
●
受
験
資
格
）

昭
和
約
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
7
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
●
受

験
手
練
）
申
込
用
紙
を
組
合
総
務
課

で
交
付
し
ま
す
●
間
合
先
）
広
域
行

政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係
舘
2
9

遠
賀
町
消
防
団
が

秋
季
総
合
訓
練
を
行
い
ま
す
。

賎
家
庭
で
の
遷
手
稿

”
お
と
な
り
に

あ
げ
る
安
心

火
の
始
末
〃

遠
賀
町
消
防
団
は
、
毎
年
2
回
の

総
合
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
は
、
消
防
団
の
日
頃
の
活
動
を

通
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と

協
力
を
促
す
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
放
水
訓

練
や
小
隊
訓
綾
な
ど
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
観
覧
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
1
2
月
的
日
（
日
）
午
前

9
時
開
始

●
場
　
所
　
広
漠
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

い
曲
作
り
を
手
伝

1
2
月
4
日
～
日
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

「
人
権
」
…
も
し
か
す
る
と
、
自

分
に
は
関
係
な
い
と
思
い
込
ん
で

い
ろ
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち

の
日
々
の
暮
ら
し
は
、
人
と
の
か

か
わ
り
で
す
。
そ
の
た
れ
も
が
幸

せ
に
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す

そ
の
願
い
が
「
人
権
」
そ
の
も
の

な
の
で
す
。
お
困
り
の
方
は
特
設

人
権
相
談
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

●
開
放
日
時
　
1
2
月
n
日
（
月
）

1
3
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

●
柏
旗
担
当
者
　
人
権
撒
謹
委
貝

法
務
局
職
員

ださい。

平
鹿
2
年
9
月
に
開
催
さ
れ
る
国

体
で
は
全
日
か
ら
大
舞
の
選
手
、
藍

管
な
ど
が
遠
賀
町
を
誌
れ
ま
す
。

こ
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
広

域
配
宿
（
旅
館
や
ホ
テ
ル
に
宿
泊
さ

せ
る
こ
と
）
も
実
施
し
ま
す
が
、
遠

賀
町
で
は
当
初
か
ら
心
の
ふ
れ
あ
い

が
で
き
、
真
心
が
か
よ
い
合
う
絶
舵

の
機
会
で
あ
り
、
ま
た
運
賃
面
を
全

国
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
良

泊
を
出
来
る
だ
け
多
く
取
り
入
れ
る

方
針
で
進
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

各
区
に
お
願
い
し
て
一
部
民
宿
家
庭

も
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

不
足
し
て
い
ま
す
。
ど
う
加
東
心
の

こ
も
っ
た
素
晴
ら
し
い
交
流
が
で
き

る
よ
う
、
町
民
の
方
々
の
ー
膚
の
ご

協
力
を
お
麟
い
し
ま
す
。

▼
棺
泊
期
日
と
目
数

平
成
2
年
9
月
5
日
～
1
2
日
ま
で

で
、
宿
泊
日
数
は
4
日
～
8
日
間
ぐ

ら
い
で
す
が
、
敷
け
た
チ
ー
ム
か
ら

煽
る
の
で
一
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
チ
ー
ム
と
大
赦

少
年
（
高
楼
生
）
男
子
・
女
子
の

チ
ー
ム
で
都
道
府
県
単
位
に
お
引
き

受
け
願
い
ま
す
が
、
人
数
は
2
名
～

7
名
程
で
す
。

▼
食
章
に
つ
い
て

「
と
び
う
め
国
体
標
準
献
立
」
が

と
び
う
め
国

作
っ
て
あ
り
ま

考
に
料
理
を
作

だ
講
習
会
も
来

し
ま
す
。
昼
食

業
者
に
一
括
注

▼
入
浴
・
ト
イ

お
風
呂
と
ト

も
の
を
使
用
し

手
が
洗
濯
機
を

ほ
し
で
い
た
だ

▼
接
見
に
つ
い

一
人
に
付
き

布
一
枚
、
掛
け

で
す
が
、
足
り

の
方
で
斡
旋
し

▼
宿
泊
料
金
に

県
内
統
一
の

決
定
し
ま
す
が

回
北
海
道
大
会

食
付
で
6
、
3

▼
と
び
う
め
日

金
に
つ
い
て

民
活
を
行
う

修
さ
れ
る
掲
合

限
度
に
融
資
（

受
け
ら
れ
ま
す

●
申
し
込
み
・

役
場
国
体
事

1
2
3
4
内
線
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保
健
衛
生
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

℡
　
（
2
9
3
）
1
2
3
4
　
内
線
2
5
3

1
2
月
4
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

役
場
保
健
室

母
子
手
帳
受
領
の
人
は
、

印
鑑
産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、

妊
婦
体
操

無
料

料
　
金
　
無
料

生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児
対
象

乳
　
児
　
相
　
談

1
2
月
1
2
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分

中
央
公
民
館

体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児
対
象

乳
　
児
　
相
　
談

総
合
検
診
の
結
果

通
知
に
つ
い
て

ー
歳
六
カ
月
児
檎
診

●
場
　
所

●
対
象
者

●
持
参
晶

●
内
　
容

1
2
月
5
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
付

無
料

検
診
の
結
果
通
知
の
発
送
は
、
受
診

さ
れ
て
か
ら
1
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す

が
、
2
か
月
過
ぎ
て
も
通
知
が
な
い
と

き
に
は
、
役
場
保
健
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
胸
蔀
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
3
9
歳
未

満
）
の
み
受
診
さ
れ
た
人
の
結
果
は
、

宙
接
撮
影
の
必
要
の
あ
る
人
の
み
通
知

し
ま
す
。

1
2
月
1
4
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
館

一
歳
六
カ
月
～
一
哉
八
カ

月
児
（
昭
和
6
3
年
4
月
～

6
月
生
）

母
子
手
帳
、
検
診
票

身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

し
尿
年
末
臨
時
収
集
と

ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

臨
時
収
集
を
ご
希
望
の
方
は
、
1
2
月

1
9
日
（
火
）
ま
で
に
役
場
保
健
衛
生
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
収
集
は
1
2
月

鮪
日
（
金
）
午
前
中
ま
で
に
行
い
ま
す
。

ま
た
ゴ
ミ
の
収
集
は
1
2
月
3
0
日
（
土
）
～

1
月
3
日
（
水
）
ま
で
は
お
休
み
で
す
。

こ
の
期
間
は
、
ゴ
ミ
は
出
せ
ま
せ
ん
。

l
月
4
日
以
降
は
通
常
ど
お
り
で
す
。

亘
飽
食
時
代
の

栄
養
不
足

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を

招
く

最
近
、
。
朝
食
〟
を
と
ら
な
い
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
国
民
栄
糞
調
査
（
厚
生
省
）

に
よ
る
と
、
朝
食
を
と
ら
な
い
人
は
、

五
年
前
に
比
べ
て
増
え
る
傾
向
に
あ

り
、
男
性
で
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

年
齢
層
に
、
女
怪
で
は
若
い
世
代
に

ヶ
朝
抜
き
。
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

ー
全
体
の
約
一
八
％
も
消
費
し
て
い
て
、
筋
肉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
と
ほ
ぼ
、
同
じ
く
ら
い
で
す
。
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
、

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
で
す
。
朝
食
を
と
ら
ず
、
こ
れ
が
減
少
す

る
と
、
脳
の
活
動
が
低
下
し
て
仕
事
の
能
率
が
落
ち
ま
す
。

垂
過
食
で
肥
満
の
原
原
因
に

第
三
は
、
と
ら
な
か
っ
た
朝
食
の
分
を
昼
・
夕
食
で
補
う
と

肥
満
に
つ
な
が
り
ま
す
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
住
む
高
齢
者

を
対
象
に
食
事
の
回
数
と
肥
満
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
一
日
に
と
る
食
事
の
量
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
回
数
が

少
な
い
ほ
ど
問
題
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
日
に
三

回
以
下
の
食
事
の
人
は
、
五
回
以
上
の
人
に
比
べ
て
太
り
気
味

で
、
そ
の
う
え
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
糖
、
糖
尿
病
な
ど
の

病
気
を
も
つ
人
も
多
か
っ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

少
し
早
く
起
き
て
朝
食
を

朝
食
を
と
ら
な
い
理
由
と
し
て
は
朝
起
き
る
の
か
遅
く
、
食

っ
て
き
ま
し
た
。

朝
食
を
と
ら
な
い

と
第
一
に
体
の
燃
料

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が

不
足
し
ま
す
。

ベ
て
い
る
時
間
が
な

い
、
朝
食
を
作
る
の

が
面
倒
だ
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
中
、
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か

前
日
の
夕
食
を
と
っ
て
か
ら
、
翌

日
の
朝
食
ま
で
の
間
に
消
費
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
三
百
～
五
百
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
で
、
こ
れ
は
午
前
中
に
通
勤

や
仕
革
な
ど
で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
で
す
。
前
日

ま
で
の
食
事
で
体
に
多
少
の
蓄
積
は

あ
る
も
の
の
、
朝
食
を
と
ら
な
け
れ

ば
、
胃
は
空
に
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
少
な
く
な
り
、
仕
事
に
対
す
る
活

力
が
わ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
第
二
は
、
脳
の
働
き
が
鈍
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

脳
の
重
さ
は
、
体
重
の
二
％
程
度

で
す
が
、
安
静
時
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

し
、
食
べ
る
物
が
な
い
時
代
な
ら
と
も
か
く
、
な
ん
で
も
食
べ

ら
れ
る
こ
の
時
代
に
仕
事
や
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
て
ま
で
、

朝
食
を
と
ら
な
い
理
由
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
朝
は
三
十
分
、

無
理
な
ら
ば
十
五
分
早
く
起
き
て
朝
食
を
と
り
、
最
低
三
百
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
メ
ー
ニ
ー
と
し
て
は
、
和
食
な
ら
ご
飯
、
味
噌
汁
、

魚
ま
た
は
肉
を
、
洋
食
な
ら
パ
ン
、
牛
乳
、
ハ
ム
エ
ッ
グ
な
ど

が
よ
い
で
し
ょ
う
。


